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資　　　料

神奈川県内の大深度温泉の開発状況および現状

外山浩太郎1）*，菊川城司1），板寺一洋1）

（令和 6 年 11 月 28 日受付，令和 7 年 1 月 15 日受理）

Development and Current Status of Deep Hot Springs  
in Kanagawa Prefecture

Kotaro Toyama1）*, George Kikugawa1） and Kazuhiro Itadera1）

1．　は じ め に

1980 年代以前の神奈川県における温泉開発は，大部分が箱根温泉・湯河原温泉といった火山性
地域で行われていた．その後，平野部などの非火山性地域においても深く掘削することで温泉法に
おける温泉の定義である温度または物質（20 項目）に関する基準を満たす水が得られることが広
く知られるようになり，特に 1980 年後半以降に，これまで温泉地ではなかった地域でいわゆる大
深度温泉の開発が盛んに行われるようになった．本資料では，神奈川県における大深度温泉の開発
状況および利用開始後の現状についてまとめた．

2．　大深度温泉の開発状況と規制

神奈川県内に分布する掘削深度が 1,000 m 以上の大深度温泉井の数は 2022 年 3 月時点で 88 源泉
にのぼる．これらの源泉の所在地や掘削深度および揚湯に使用している動力とその装置許可日など
の基本情報を表 1 に，大深度温泉井の年別の新規完成数とその累計数の推移を図 1 にそれぞれ示す．
神奈川県の温泉台帳において，県内最初の大深度温泉は 1957 年に台帳登載された藤沢第 1 号泉（神
奈川県藤沢市，表 1 中の FJ1）であり，掘削深度は 1,200 m であるとの記録がある．しかし，この
源泉は現在利用されておらず，地理的な位置など詳細は不明である．その後，1990 年 4 月から
2010 年 3 月にかけて，大深度温泉の開発が盛んにおこなわれ，この期間に 70 源泉が開発されている．
一方，近年（2017 年 4 月から 2022 年 3 月の 5 年間）では 5 源泉の開発に留まっている．

神奈川県内の大深度温泉の多くは非火山性地域に分布している．図 2 に示した大深度温泉の地理
的分布を見ると，箱根温泉や湯河原温泉といった火山性地域に 23 源泉が，非火山性地域に 65 源泉
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表 1　神奈川県内の大深度温泉に関する基本情報および泉質

力動地在所名泉源 動力の装置許可日1)

（年/月/日 ）
孔底深度
（m）

水止め位置2)

（m）
泉質3) 可燃性天然ガスの発生状況4)

(基準値に対して超過or未満5))
明不泉物化塩ームウリトナ023001111/9/8991プンポトフリアエ原河向字川雲須町根箱221MY

YM123 箱根町湯本茶屋字花ノ木沢 水中ポンプ 1990/12/6 1000 不明 ナトリウム・カルシウムー塩化物・硫酸塩泉 未満
明不泉温純単071005113/3/7991プンポ中水苅草下字宿畑町根箱421MY
満未泉温純単892063141/8/6991プンポ中水山天弁字宿畑町根箱521MY

YM126 箱根町湯本茶屋字馬立場 水中ポンプ 2004/2/23 1000 641 ナトリウム・カルシウムー塩化物・硫酸塩泉 未満
満未泉塩酸硫ームウシルカ05200013/21/0991プンポ中水塔面四字谷涌小町根箱73OM

MO43 箱根町宮ノ下字堂ヶ島 水中ポンプ 2000/9/12 1000 823 カルシウム・ナトリウムー硫酸塩・塩化物泉 未満
明不泉温純単性リカルア529002172/4/9991プンポ中水川蛸字根箱元町根箱64OM
満未泉温純単008000122/2/7002プンポ中水場札旧字根箱元町根箱74OM
満未泉温純単性リカルア097000141/9/6002プンポ中水芝大字根箱元町根箱84OM
満未泉温純単明不000191/4/3991プンポトフリアエ羅強字羅強町根箱33YM

MY129 箱根町宮城野字上河原 エアリフトポンプ 1981/10/22 1000 不明 ナトリウム・カルシウムー塩化物・硫酸塩泉 未満
満未泉塩酸硫ームウシルカ00720216/9/2202プンポ中水原大字原石仙町根箱72ES

YG152 湯河原町宮上字孫込下 エアリフトポンプ 1985/5/9 1100 61 ナトリウム・カルシウムー塩化物・硫酸塩泉 不明
満未泉塩酸硫ームウシルカ572080111/7/0891プンポトフリアエ谷入字上宮町原河湯951GY

YG178 湯河原町宮上字道上 エアリフトポンプ 1977/3/4 1100 不明 カルシウム・ナトリウムー硫酸塩・塩化物泉 不明
満未泉物化塩ームウリトナ896000102/5/3891プンポトフリアエ央中町原河湯581GY
満未泉温純単05500016/21/0991プンポ中水石隅字浜吉町原河湯781GY
満未泉温純単166011102/1/2991プンポ中水沢峨嵯字屋冶鍛町原河湯881GY
満未泉物化塩ームウシルカ・ムウリトナ007002141/9/4002プンポ中水堂井金字屋冶鍛町原河湯981GY

YG191 湯河原宮下字花咲 動力未設置 不明 1200 500 ナトリウム・カルシウムー塩化物・硫酸塩泉 不明
満未泉塩強物化塩ームウリトナ978000112/3/0002プンポ中水坂柏字浜吉町原河湯291GY
過超泉物化塩ームウリトナ006000152/2/8002プンポ中水庭御字川門町原河湯391GY
満未泉物化塩・塩素水酸炭ームウリトナ279000161/5/2791プンポ中水町泉法区谷ケ土保市浜横15HY
過超泉物化塩ームウリトナ008005132/8/3991プンポ中水町井川上区旭市浜横37HY
過超泉物化塩ームウリトナ0001007121/9/0002プンポ中水町部矢上区塚戸市浜横77HY
過超泉塩強物化塩ームウリトナ891100515/9/1002プンポ中水吉末下区見鶴市浜横87HY
過超泉物化塩ームウリトナ29900716/9/2002プンポ中水町目貫五区谷瀬市浜横08HY
過超泉塩素水酸炭・物化塩ームウリトナ0001003142/2/3002プンポ中水町上川区塚戸市浜横18HY
過超泉塩素水酸炭・物化塩ームウリトナ097005161/9/5002プンポ中水谷が芹区南港市浜横78HY
過超泉物化塩ームウリトナ009005141/9/6002プンポ中水浜横新区北港市浜横88HY
過超泉塩素水酸炭・物化塩ームウリトナ009005141/9/6002プンポ中水丘が藤区葉青市浜横09HY
過超泉塩強物化塩ームウリトナ009005141/9/6002プンポ中水町内山区川奈神市浜横19HY
過超泉物化塩ームウリトナ1001305122/2/7002プンポ中水央中川中区筑都市浜横29HY
過超泉塩素水酸炭・物化塩ームウリトナ109705121/9/8002プンポ中水町峰区子磯市浜横59HY
過超泉物化塩ームウリトナ009005152/2/8002プンポ中水幸北区西市浜横79HY
過超泉物化塩ームウリトナ0051000213/8/2102プンポ中水根白区旭市浜横001HY
過超泉塩強物化塩ームウリトナ100106419/2/5102プンポ中水山上区緑市浜横101HY
過超泉塩強物化塩ームウリトナ206008131/2/7102プンポ中水南崎ヶ茅区筑都市浜横301HY
過超泉塩強物化塩ームウリトナ20800316/9/2002プンポ中水塚越区幸市崎川03WK
明不泉塩素水酸炭・物化塩ームウリトナ0001005132/2/4002プンポ中水川野区前宮市崎川13WK
過超泉塩素水酸炭・物化塩ームウリトナ0001005161/9/5002プンポ中水田力五区生麻市崎川33WK
過超泉塩素水酸炭・物化塩ームウリトナ089008141/9/6002プンポ中水年千区津高市崎川43WK
過超泉物化塩・塩素水酸炭ームウリトナ009005122/2/7002プンポ中水平前宮区前宮市崎川53WK
過超泉塩強物化塩ームウリトナー素うよ含969402131/2/8102プンポ中水通管鋼区崎川市崎川04WK
明不明不00210081明不置設未力動尾長区摩多市崎川24WK
過超泉塩素水酸炭・物化塩ームウリトナ000105718/2/3202プンポ中水谷仙菅区摩多市崎川34WK
過超泉物化塩・塩素水酸炭ームウリトナ0001005111/21/5991プンポ中水台溝麻区南市原模相2GS
過超泉塩素水酸炭・物化塩ームウリトナ0001004141/9/4002プンポ中水森野鵜区南市原模相3GS
過超泉物化塩ームウリトナ000100713/3/5002プンポ中水沢九下区緑市原模相4GS
過超泉塩素水酸炭・物化塩ームウリトナ009003122/2/7002プンポ中水台野大区南市原模相5GS
過超泉塩素水酸炭ームウリトナ00900021/3/1102プンポ中水嵐沢寸区緑市原模相6GS
満未泉物化塩・塩素水酸炭ームウリトナ0021005132/2/4002、71/7/2991プンポ中水野牧区緑市原模相1ST

TS2 相模原市緑区牧野 水中ポンプ 1995/9/7 1800 1200 ナトリウム・カルシウムー硫酸塩・塩化物泉 未満
TS3 相模原市緑区牧野 水中ポンプ 1996/3/29 1400 600 ナトリウム・カルシウムー硫酸塩・塩化物泉 不明

明不泉物化塩ームウリトナ0030051明不置設未力動山青区緑市原模相4ST
満未泉塩酸硫ームウリトナ・ムウシルカ00511316/9/2002プンポ中水根青区緑市原模相5ST
明不泉物化塩・塩素水酸炭ームウリトナ008103172/4/9991プンポ中水町錦市塚平3RH
過超泉塩強物化塩ームウシルカ・ムウリトナ008006112/3/0002プンポ中水町磯大群中4RH
過超泉物化塩ームウシルカ・ムウリトナ115005121/9/3002プンポ中水原大市塚平6RH
過超泉物化塩ームウリトナ000100518/9/6002プンポ中水町木榎市塚平9RH
明不明不050021明不明不市沢藤1JF
過超泉塩強物化塩ームウリトナ00930215/9/1002プンポ中水名川市沢藤5JF
満未泉塩強物化塩ームウリトナ49400516/9/2002プンポ中水島の江市沢藤6JF
満未泉塩強物化塩ームウリトナ000100518/9/0102プンポ中水堂辻市沢藤7JF
満未泉物化塩ームウシルカ・ムウリトナ0051001明不噴自名矢南市野秦12DH

HD22 伊勢原市大山 水中ポンプ 2000/3/21 1000 600 ナトリウム・カルシウムー塩化物・硫酸塩泉 未満
HD23 伊勢原市大山 動力未設置 不明 1800 1100 カルシウム・ナトリウムー硫酸塩・塩化物泉 不明

満未泉物化塩ームウリトナ・ムウシルカ00501018/9/1102プンポ中水巻鶴市野秦42DH
過超泉物化塩ームウリトナ29900514/9/3002プンポ中水南分国市名老海41TA
満未泉温純単000100514/9/3002プンポ中水林市木厚51TA
過超泉物化塩ームウリトナ8101103141/9/4002プンポ中水谷ヶ柏市名老海71TA
過超泉塩素水酸炭・物化塩ームウリトナ0001003161/9/5002プンポ中水台野広市間座81TA
過超泉物化塩ームウシルカ・ムウリトナ004253162/2/0102プンポ中水里の森市木厚02TA
過超泉塩強物化塩ームウリトナ0001005122/2/7002プンポトフリアエ町浦下南市浦三3UM
過超泉物化塩ームウリトナ0031715182/1/0202プンポ中水町崎三市浦三4UM
過超泉塩強物化塩ームウリトナ906と405005141/9/4002プンポ中水崎ヶ茅市崎ヶ茅1GT
満未泉塩強物化塩ームウリトナ000100026/01/9002プンポ中水島中市崎ヶ茅2GT
過超泉物化塩ームウリトナ0001006113/3/8991プンポ中水間沼市子逗4MK
明不泉物化塩ームウリトナ0085001明不噴自居鴨市賀須横8SY
明不泉塩強物化塩ームウリトナ005484181/2/4102噴自笠衣市賀須横21SY
過超泉塩強物化塩ームウリトナ002100811/3/1102プンポ中水岸海堀馬市賀須横71SY
明不泉温純単性リカルア00211151明不置設未力動町北山群上柄足21KA
満未）型素水化硫（泉温黄硫純単0001005102/8/7002プンポ中水町広市柄足南41KA
明不泉物化塩ームウリトナ638005113/3/7991プンポ中水ログノ字川府根市原田小5DO
満未泉塩強物化塩ームウリトナ108005121/9/0002、13/3/7991プンポ中水畑穴字川府根市原田小7DO
満未泉塩強物化塩ームウリトナ4101005112/2/2002プンポ中水畑長上字川府根市原田小8DO
過超泉物化塩ームウシルカ・ムウリトナ00500018/8/7002プンポ中水川前市原田小01DO

5) 可燃性天然ガスの基準値は，環境省自然環境局自然環境整備担当参事官室 (2015) に示されている．

1) 神奈川県自然環境保全審議会温泉部会にて動力の装置が許可された日．

3) 2023年度までに開催された神奈川県自然環境保全審議会温泉部会に提出された温泉分析書（非公開）に記載の泉質．
4) 2023年度までに開催された神奈川県自然環境保全審議会温泉部会に提出された可燃性天然ガス測定結果報告書（非公開）を基に作成した．

2) 大深度温泉井において，浅層の地下水が温泉取水層（ストレーナ区間など）に浸入しないように，セメンチングやパッカーなどで掘削孔とケーシングの間の隙間を塞ぐ場合が多い（環境省，2015）．ここでの水
止め位置とは，この遮水が施された最深部の地表からの距離である．
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が分布している．非火山性地域の中でも特に県東部の横浜市や川崎市といった大都市部に 24 源泉
が存在している（表 1，図 2）．また，揚湯のための動力として，多くの源泉で水中ポンプを用いて
いる（表 1）．

掘削深度 1,000 m 以上の源泉について，掘削深度 100 m ごとの源泉数の頻度分布を図 3 に示す．
図中の掘削深度データについては，表 1 で示した掘削深度の 10 m の単位を四捨五入した．最も源
泉数が多い掘削深度は 1,500 m で，掘削深度 1,000～1,500 m の源泉が，大深度温泉全体の約 85％を
占めている．関東地方の表層地下水の温度は 15℃であり，神奈川県の地温増温率は 2～3℃ /100 m
程度であるから（例えば，鈴木，1985；菊川ら，2007），1,000～1,500 m 掘削することで 35～60℃
の温度が期待される．さらに神奈川県において，大深度温泉の開発が主に進められる平野部では，
化石海水や海生層由来の成分を含む流体が分布している可能性があり，それらが開発の対象となる
場合は温泉法における成分の基準（例えば 1 kg 中に 1,000 mg 以上の溶存物質）を満たす場合も少
なくない（板寺ら，2010）．

神奈川県では，1950 年代の箱根温泉・湯河原温泉における急速な温泉開発にともない温泉枯渇
の懸念が高まったことを受けて，神奈川県温泉保護対策要綱（1962 年 9 月 1 日から適用，以下「要
綱」）を定めている．具体的には，温泉の温度（泉温）や水位が低下するいわゆる枯渇化の傾向や，
源泉相互の影響の度合い，源泉密度などの基準により，温泉特別保護地域，温泉保護地域，温泉準
保護地域を指定（箱根町の一部，湯河原町全域，山北町の一部，秦野市の一部）し，新規源泉の開
発や揚湯量の規制をしている．大深度温泉については，既存源泉の多くが，要綱上の規制地域では
ない一般地域で掘削されており，温泉源保護のルールが必要であるとのことから，2003 年 10 月 16
日に大深度温泉井掘削許可申請指導基準として，大深度温泉井の掘削および増掘において既存の大
深度温泉井から水平距離で 1,000 m 以上の距離をとることおよび掘削深度は 2,000 m 以内とするこ
とが定められ，同内容は 2016 年 5 月 13 日に要綱に組み込まれた．

3．　主 な 泉 質

県内大深度温泉の泉質の割合を図 4 に示す．最も多いのはナトリウム－塩化物泉であり，その次
に多いのはナトリウム－塩化物強塩泉，次いでナトリウム－塩化物・炭酸水素塩泉であった． こ
こでの泉質は，2023 年度までに開催された神奈川県自然環境保全審議会温泉部会での非公開資料

図 1　神奈川県内における大深度温泉井掘削の年別の新規完成数と累計数の推移
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図 2　神奈川県内における大深度温泉井の地理的分布  
（A）は非火山性地域，（B）は火山性地域である箱根温泉と湯河原温泉の大深度温泉井の分布を示す．
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に含まれる温泉分析書に記載されたものである．
大深度温泉の泉質は，大まかにではあるが地域ごとに異なった特徴を持つ．泉質の地理的分布を

図 5 に示す．県中～東部の源泉の多くは，ナトリウム－塩化物泉やナトリウム－塩化物・炭酸水素
塩泉である．沿岸部では，主にナトリウム－塩化物強塩泉が分布している．県中央部の源泉では，
単純温泉やナトリウム・カルシウム－硫酸塩・塩化物泉，ナトリウム・カルシウム－塩化物泉など
様々な泉質が見られる．そして，箱根温泉や湯河原温泉といった火山性地域では，主に単純温泉や
アルカリ性単純温泉，ナトリウム・カルシウム－硫酸塩・塩化物泉が分布している．地域ごとの泉
質の違いは，温泉の形成過程がそれぞれ異なっているためであると考えられ，板寺ら（2010）に詳
しく議論されている．特に，平野部や沿岸部で多く見られたナトリウム－塩化物泉やナトリウム－
塩化物強塩泉は，地層中に閉じ込められた化石海水に由来すると考えられている．

4．　温泉揚湯に伴う可燃性天然ガスの発生状況

神奈川県東部は南関東ガス田の範囲であり，県中～東部の温泉を揚湯した際には可燃性天然ガス

図 3　掘削深度と源泉数の関係  
掘削深度は 10 mの単位を四捨五入した．

図 4　神奈川県内における大深度温泉の泉質の割合
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であるメタンが発生する可能性がある（佐脇ら，2015）．南関東ガス田の主たるガス貯留層は鮮新
統～更新統上総層群であり，地層堆積時に取り込まれた海水（いわゆる化石海水）中には，有機物
の分解により生成したメタンが溶け込んでいる．メタンは常圧では水に難溶であるが，地下深部の
高圧下においては溶解度が高く，地下において高圧である大深度温泉では，高濃度のメタンを含む

図 5　泉質の地理的分布
　　（A）は非火山性地域，（B）は火山性地域である箱根温泉と湯河原温泉の分布を示す．
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と考えられる（代田・小田原，2008）．県中～東部に位置している多くの大深度温泉の取水層は上
総層群相当層であると推定されており（小沢・江藤，2005），揚湯による圧力低下によってメタン
が分離・発生する（営繕工事における天然ガス対応のための関係官公庁連絡会議編，2007）．

温泉を採取し事業に利用しようとする場合，温泉採取に付随して発生する可燃性天然ガスの濃度
が平成 20 年 7 月 23 日環境省告示第 58 号により定められた基準値を下回っている必要がある．そ
の基準値は，メタンの爆発下限界濃度（5 vol%）に対する比率として，測定方法ごとに，水上置換
法では 50%，槽内空気測定法では 25%，ヘッドスペース法では 5% とそれぞれ定められており，こ
の基準を超えている源泉については，ガス分離設備を設置するなどの対応をした上で，都道府県か
ら温泉採取許可を受けることとされている（環境省自然環境局自然環境整備担当参事官室，2015）．

神奈川県内の大深度温泉について，掘削後の揚湯において各源泉で発生した可燃性天然ガス濃度
（主としてメタン）が，基準値を超過していたか否かを図 6 にまとめた．ここでの可燃性天然ガス
の基準値に対する発生状況は，2023 年度までに開催された神奈川県自然環境保全審議会温泉部会
での非公開資料に含まれる可燃性天然ガス測定結果報告書より作成した．県中～東部のほとんどの
源泉で，揚湯した温泉中に基準値を超える可燃性天然ガスが検出された一方，神奈川県西部では，
ほとんどの源泉で基準値未満であった．神奈川県内の，とりわけ県中～東部における大深度温泉の
掘削や利用の際には，爆発リスクを伴う危険性を認識し，温泉法に準じた適正な管理を行うことが
重要である．

5．　神奈川県の大深度温泉の現状

温泉資源を保護するためには，温泉源の現況を把握することが重要であり，それには温泉の 3 要
素である温度・成分・湧出量（揚湯量）のモニタリングが有効である（環境省，2020）．神奈川県
内では各地域の管轄保健福祉事務所および保健所政令市の各保健所による温泉実態調査（以下，実
態調査と呼ぶ）が古くから実施されており，年に 1 度～数年に 1 度の頻度で各源泉の温度，湧出量

（揚湯量）が実測されている．
実態調査による箱根温泉や湯河原温泉の源泉における調査日別の温度と揚湯量の測定値を表 2 お

よび表 3 に示す．箱根温泉において，温度の平均値が最も低かったのは MO47 の 27.2℃で，最も
高かったのは YM122 の 86.4℃であった．湯河原温泉で最も低かったのは YG187 の 28.7℃で，最も
高かったのは YG178 の 57.8℃であった．外山ら（2024）に示されている非火山性地域のデータでは，
温度の平均値が最も低かったのは AT20 の 18.8℃で，最も高かったのは TS1 の 45.1℃であり，火
山性地域にある源泉の温度が，非火山性地域よりも高い傾向にある．揚湯量の平均値は，箱根温泉
では MO46 の 21 L/min から YM124 の 75 L/min，湯河原温泉では YG189 の 43 L/min から YG188
の 249 L/min の範囲であった．揚湯量については，温泉利用施設の営業状況によって事業者が揚湯
ポンプの稼働状況を変えている可能性があることに加えて，エアリフトポンプを用いた揚湯を行っ
ている源泉については測定値のばらつきが大きいため，データ閲覧時には注意が必要である．

温泉の現況を把握するために，ここでは大深度温泉の温度の経年変化について示す．外山ら（2024）
は，非火山性地域に分布する源泉について，1987 年から 2022 年の間に行われた温泉実態調査の結
果を基に，温度の経年変化を最小二乗法により近似し，その傾きから 1 年あたりの平均的な温度の
変化量を推定した．さらに本稿では，火山性地域（箱根温泉や湯河原温泉）で 1982 年 4 月から
2022 年 3 月の間に行われた温泉実態調査の結果（表 2 と表 3）から 1 年あたりの平均的な温度の変
化量を求めた．これらの結果を図 7 に示す．県内の大深度温泉の 1 年当たりの温度変化は－ 1.5℃
/ 年から 0.48℃ / 年であり，源泉ごとにその傾向は大きく異なっていた．火山性地域（箱根地区や
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湯河原地区）における 1 年当たりの温度変化は，－ 0.97℃ / 年から 0.31℃ / 年であり，それ以外の
非火山性地域では－ 1.5℃ / 年から 0.48℃ / 年であり，両地域で見られた傾向に大きな違いはなかっ
た．図 7 に示されている 65 源泉の内 11 源泉で温度が，－ 0.5℃ / 年以下と大きく減少しており，

図 6　温泉揚湯に伴う可燃性天然ガスの基準値に対する発生状況
　　（A）は非火山性地域，（B）は火山性地域である箱根温泉と湯河原温泉の発生状況を示す．
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表 2　箱根地区における大深度温泉の日別の温度と揚湯量
量湯揚度温日査調量湯揚度温日査調量湯揚度温日査調

)nim/L(）℃（）日/月/年（)nim/L(）℃（）日/月/年（)nim/L(）℃（）日/月/年（
YM122 1988/6/6 85.9 66 YM126 2004/2/27 55.5 70 MO47 2007/11/1 28.1 70

866.7212/11/8002078.8512/6/4002075.186/6/9891
661.726/21/0102467.0603/6/6002765.4942/9/1991
162.7292/11/1102751.2682/6/7002164.2921/6/2991
465.7291/11/3102467.2603/6/9002071.5951/6/3991
260.7241/11/4102464.2681/6/0102467.4971/6/4991
961.727.11.92H266.2622/6/2102467.4971/6/4991
867.6291/11/9102278.1612/6/3102551.1902/6/5991
075.6261/11/0202761.3691/6/5102162.6921/6/7991

444.1671/6/6102765.888/01/8991
662.72値均平430.3681/6/8102131.0931/6/0002
277.7221/11/700284OM077.4612/6/9102明不5.7831/6/1002
275.8212/11/8002466.369/7/1202464.0811/6/3002

2004/6/4 86.8 53 2010/11/11 28.0 73
478.7261/11/1102267.16値均平260.6802/6/6002
863.4291/11/3102967.3822/9/2891921YM545.4851/6/7002
072.8203/3/5102077.088/21/3891665.9891/6/9002
070.8212.11.82H561.7721/9/4891643.284/6/0102
762.8271.11.92H278.7771/01/5891261.788/6/2102
360.8211/11/9102556.8702/01/6891045.977/6/3102
866.7281/3/1202461.0802/01/7891239.375/6/5102

565.2812/01/8891520.076/6/6102
076.72値均平468.8781/01/9891445.187/6/8102

376.2852/01/0991435.9741/6/9102
1991/10/21 84.6 70

079.4831/9/3991454.68値均平
270.5831/9/4991074.0531/3/1991321MY
165.3842/9/6991265.3542/6/1991
566.3822/9/8991753.2562/6/2991
864.5882/9/9991557.3592/6/3991
940.2882/9/1002052.741/7/4991
950.3861/9/4002052.741/7/4991
758.2872/9/5002457.643/7/5991
857.3852/9/7002050.648/7/7991
549.2803/9/8002054.5422/6/8991
655.3871/9/0102844.7492/6/0002
267.382/01/3102863.6552/6/1002
162.672/01/4102074.3742/6/3002
755.1892/9/6102174.3712/6/4002
265.2841/9/7102964.3703/6/6002
747.972/01/0202096.5782/6/7002

2009/6/30 75.4 83
269.18値均平578.2781/6/0102

2012/6/22 73.5 77 MO37 1991/1/23 50.8 70
942.8481/01/1991274.3712/6/3102
057.8461/01/2991075.2791.6.72H
140.8401/9/3991066.7671.6.82H
165.0542/01/4991767.2791/6/8102
263.9452/01/6991147.3612/6/9102
331.742/11/4002074.669/7/1202

2005/11/8 44.6 16
663.947/11/7002467.16値均平
647.9411/21/8002075.2402/5/7991421MY
434.742/21/0102575.7411/6/8991
045.056/21/1102695.4431/6/0002
556.059/21/3102373.0531/6/1002
747.9481/21/4102088.8461/6/3002
240.947.21.82H779.744/6/4002
078.7403.11.92H470.8402/6/6002
620.6411/11/9102279.7451/6/7002
724.6401/11/0202963.7491/6/9002

2010/6/4 48.7 72
645.84値均平868.7401/21/5102

2016/6/6 46.1 69 MO43 1994/10/24 63.0 73
450.7552/01/6991677.847/6/8102
760.169/11/8991477.8441/6/9102

1999/11/11 57.9 52
275.457/21/5002575.74値均平
868.267/11/7002731.0521/6/7991521MY
364.1611/21/8002036.2581/3/9991
958.062/21/0102044.0431/6/0002
452.166/21/1102831.2431/6/1002
867.9581/21/4102933.5321/6/3002
517.6301/11/0202338.834/6/4002

2006/7/13 38.3 54
958.75値均平076.7331/7/7002

2009/7/13 41.9 26 MO46 1999/11/11 42.0 29
421.1421/11/1002745.246/7/0102
323.0411/11/2002137.1401/7/2102
129.832/11/4002333.149/7/3102
914.838/11/5002920.047/7/5102
816.537/11/7002630.047/7/6102
713.6311/21/8002545.046/7/8102
512.632/21/0102047.049/7/9102

2021/7/29 38.5 32
平均値 40.7 25

平均値 41.3 39

名泉源名泉源名泉源
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表 3　湯河原地区における大深度温泉の日別の温度と揚湯量
量湯揚度温日査調量湯揚度温日査調

)nim/L(）℃（）日/月/年（)nim/L(）℃（）日/月/年（
YG159 1980/5/16 56.5 56 YG187 1991/1/8 28.0 157

8414.8251/4/1991152.7502/4/1891
3218.8241/4/2991547.6572/4/2891
6214.9251/4/3991741.7531/4/3891
6213.9241/4/4991050.657/5/4891
5112.9211/5/5991947.5532/4/5891
0215.9252/4/6991559.6541/4/6891
3218.9221/5/7991056.7561/4/7891
2416.9232/4/9991057.5541/4/8891
8316.9221/5/0002441.8592/5/9891
0517.8231/5/2002657.7591/4/0991
4416.827/4/3002040.5561/4/1991
6511.8203/5/5002353.8542/4/2991
9413.928/6/9002546.6561/4/3991
1515.9282/5/2102445.6551/4/4991
8413.824/6/4102846.7531/4/5991
2512.9252/5/5102932.658/4/6991
0417.5203/5/7102248.4541/4/7991
0417.8281/3/9102230.359/4/9991
7517.7202/7/0202140.6511/4/0002
2512.8281/6/1202926.0501/4/2002

2003/5/19 55.4 47
1417.82値均平244.4572/5/5002

2009/6/4 56.6 51 YG188 1992/1/27 46.3 300
2922.6441/4/2991753.6572/5/1102
2926.5451/4/3991352.451/6/2102
2929.3441/4/4991659.5522/5/4102
0039.4411/5/5991831.355/1/6102
3621.5452/4/6991440.257/6/7102
3627.4421/5/7991132.3512/6/1202

1999/4/13 46.3 208
4025.6421/5/0002647.55値均平
3818.4431/5/20022010.7541/4/0891871GY
0424.4422/5/30021010.7502/4/1891
3628.4403/5/50026015.7572/4/2891
7825.548/6/9002101明不31/4/3891
6623.5432/5/11022012.757/5/4891
0625.5482/5/2102896.8513/5/5891
0915.5462/5/410288明不41/4/6891
0325.5452/5/5102590.8561/4/7891
5327.5403/5/7102595.8522/4/8891
0327.4452/5/8102485.8521/4/9891
0220.5402/7/0202675.8591/4/0991
2121.5481/6/1202072.7532/4/1991

1992/4/24 不明 89
9423.54値均平680.7532/4/3991

1994/4/21 56.5 81 YG189 2005/5/30 37.9 44
646.938/6/9002475.7522/5/5991
067.3391/7/1102485.858/4/6991
264.0382/5/2102089.7541/4/7991
849.9362/5/4102088.959/4/9991
930.1452/5/5102381.8511/4/0002
635.8331/6/8102286.6531/5/2002

2020/7/20 37.3 30
420.7381/6/1202888.75値均平

YG185 1983/7/15 32.0 60
343.73値均平455.238/5/4891

1985/4/24 33.2 48 YG192 2002/5/23 39.2 63
068.7322/5/3002655.4351/4/6891
068.0413/5/5002051.4361/4/7891
266.833/2/0102168.6341/4/8891
651.1442/5/1102161.6321/4/9891
065.8302/11/2102862.6302/4/0991
851.938/8/4102066.5351/4/1991
753.8362.5.72H968.6341/4/2991
755.931.6.92H265.5351/4/3991
953.839/11/8102668.5341/4/4991
846.5372/7/0202066.5381/5/5991
454.6361/6/1202261.5352/4/6991

1997/5/12 34.5 54
856.83値均平554.5311/5/9991

2000/5/22 33.2 47 YG193 2009/6/9 48.7 60
460.947/6/1102267.5332/5/2002
859.8392/11/2102846.4322/5/3002
055.5432/01/4102159.3313/5/5002
349.7462.5.72H650.539/6/9002
061.9341.21.92H854.5342/5/1102
851.9342/5/8102357.5392/5/2102
068.7372/7/0202953.4372/5/4102
161.7361/6/1202254.3362/5/5102

2017/6/1 30.0 58
756.14値均平759.9222/5/8102

2020/7/7 28.5 46
2021/6/16 28.9 50

平均値 34.1 57

名泉源名泉源
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それらの源泉の半数以上が県東部に分布していた．温泉の現況を把握するために，今後も継続的に
モニタリングしていくことが重要である．

図 7　神奈川県の大深度温泉における 1年あたりの平均的な温度の変化量
　　（A）は非火山性地域，（B）は火山性地域である箱根温泉と湯河原温泉における大深度温泉のデータを示す．
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6．　ま　と　め

神奈川県内に分布する掘削深度 1,000 m 以上のいわゆる大深度温泉の開発数は，2022 年 3 月時点
で 88 源泉であり，このうち 65 源泉が非火山性地域に位置している．大深度温泉の泉質で最も多い
のはナトリウム－塩化物泉であり，次いでナトリウム－塩化物強塩泉であった．また，県中～東部
の大深度温泉では，基準値を超える可燃性天然ガスが発生する可能性が高いため，掘削や利用の際
には温泉法に準じた適正な管理を行うことが重要である．

神奈川県では各地域の管轄保健福祉事務所および保健所政令市の各保健所を中心として年に 1 度
程度の頻度で温度や揚湯量の測定が行われている．対象とした 65 源泉の内 11 源泉について，源泉
の温度が年間 0.5℃以上の割合で低下していた．温泉資源の持続可能な利用のために，今後も温度
や揚湯量などを定期的にモニタリングし，温泉源の現状把握に努めることが必要である．
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